
 平成28年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～27年度）】 【28年度】 【今後予定（29年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 2 -

1-7
局・課名

8,230 1,426

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 27年度予算 28年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 重点

平成28年度要求額平成26年度決算額

事業名 危機管理体制整備事業

： 危機管理室
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

・災害対策本部運営訓練検
証、各種計画改定
・防災行政無線屋外スピー
カー、モーターサイレンの設
置、改良
・衛星電話整備拡充

・美原区防災行政無線屋
外スピーカーのデジタル化
・防災スピーカー全体設備
更新

平成27年度予算額

0 3,000 本部運営訓練検証支援委託等

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

49,329

6,000

49,950

8,191

0

18,991

防災スピーカー、モーターサイレンの整備等

衛星電話購入費

20,000

8,190

2,658

8,555

　H　～　H

事業

概要

　東日本大震災の教訓や近年多発する局地的豪雨などの災
害発生状況を踏まえ、大規模災害や危機事象発生時におけ
る情報収集・伝達等の情報管理を充実させるとともに、本市
の防災対策を迅速かつ円滑に機能させるため、ハード・ソフト
の両面を整備することで危機管理体制の強化を図り、災害か
ら市民の生命・身体・財産を保護するものである。

1　災害対策本部体制機能の強化
　　大規模災害時の各局、各区における災害対応力の強化を
目的に、要配慮者の支援を踏まえた、地震、津波による被災
時の避難所運営等のシミュレーションを実施し、専門的見地
から災害時初動対応マニュアル等の検証を実施。
2　防災行政無線の整備拡充
　　南海トラフ巨大地震や上町断層帯地震、さらに近年、頻繁
に発生する局地的豪雨などの被害を最小に抑えるため、防災
行政無線による情報伝達の拡充を図る。
3　衛星電話の整備拡充
　　大規模災害時における通信手段の多重化を目的に、衛星
電話の整備拡充を図る。
４　総合防災訓練の実施
　　大規模地震を想定した、防災関係機関、事業所、市民と一
体となった総合防災訓練を実施する。

災害対策本部体制機能の検証及び実践的な図上訓練などを
実施し、災害対応における各局各区の役割を明確化するとと
もに、マニュアル改定など体制の強化を図る。

防災行政無線の整備

5,500

91,362

衛星電話の整備

その他

125,655

債務負担行為

災害対策本部運営機能強化

危機管理担当職員宿舎・当直関係 手当、賃借料等

防災情報システム関係 遠隔監視業務
震災総合防災訓練の実施 会場設営業務等

013802整理番号

合計 91,362 49,329

その他　特記事項

・防災行政無線屋外スピー
カー、モーターサイレンの設
置、改良
・津波浸水想定区域設置の
モーターサイレン用非常用発
電機の整備
・地震防災アクションプランの
改訂


